




要約:学習障害(Learning Disabilities; LD)に対する関心の高まりと研究の増加には著し

いものがある。しかしその一方で、種々の研究は効果的な連携を欠き、曖昧な定義のもと

で異質な特徴を持つ LD 児を一括したり、あるいは偏ったサンプルから結論を導くなどの

混乱も続いている。わが国では LD 児の実態すら部分的にしか明らか、にされておらず、

科学的な研究より教育実践が主流となっている。そこで、本研究では米国の国立小児保健・

人間発達研究所(NICHHD)におけるプロジェクト研究を中心に、LD に関して何かわかって

いるか、どのような研究の取り組みがあるか、今後の課題は何かを要約し、わが国の LD

研究の発展に資することにする。


